
　

平
成
29
年
３
月
13
日
、
藤
沢

商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
に
お
い

て
、
湘
南
支
部
政
経
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
22
名
の
会
員
の
皆

様
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
衆
議
院
議
員
浅

尾
慶
一
郎
氏
を
お
迎
え
し
、
平

成
29
年
の
国
際
情
勢
に
つ
い

て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
際
情
勢
と
い
う
と
、
ち
ょ
う

ど
ア
メ
リ
カ
で
は
、ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
の
就
任

が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の

方
も
今
後
の
日
本
の
景
気
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
議

会
の
承
認
が
必
要
な
政
権
の
骨

格
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
た

め
に
未
だ
方
向
性
が
見
え
な
い

状
況
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

話
題
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
各
国
の
経
済
事
情
に
移
り

ま
し
た
。

　

長
年
、
中
東
の
石
油
に
依
存

浅
尾
慶
一
郎
代
議
士

に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

❼

湘
南
支
部

平
成
29
年
度
予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ

全
員
参
加
型
の
懇
談
会
で

白
熱
し
た
質
疑
応
答
が

❻

横
須
賀
支
部

　

平
成
29
年
３
月
９
日
、
市
内

の
会
場
に
お
い
て
、
横
須
賀
支

部
の
企
画
運
営
で
政
経
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
政
経
懇
談
会
は
、
横

須
賀
市
長
の
吉
田
雄
人
氏
、
湘

南
信
用
金
庫
理
事
長
の
石
渡
卓

氏
を
お
招
き
し
て
の
２
部
形
式

で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
１
部
と
し
て
、
吉
田

雄
人
横
須
賀
市
長
か
ら
「
横
須

賀
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

将
来
増
え
る
で
あ
ろ
う
空
き
家

に
対
し
て
専
門
部
署
を
設
置

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
各
種
助

成
、
市
内
に
あ
る
大
学
と
の
連

携
な
ど
、
市
を
あ
げ
て
の
様
々

な
施
策
、
諸
問
題
へ
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
に
丁

寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
湘
南
信
用
金
庫

理
事
長
の
石
渡
卓
氏
か
ら
「
こ

れ
か
ら
の
経
済
状
況
は
？
」
と

題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
と
今
後
の
経
済
情
勢

に
関
し
て
、
具
体
的
な
事
例
や

デ
ー
タ
を
示
し
た
経
済
講
演
で

あ
り
、
参
加
者
は
身
近
な
話
題

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
興

味
深
く
講
演
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
部
、
第
２
部
の

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参

加
者
か
ら
も
多
数
の
質
問
が
出

て
お
り
、
企
画
運
営
側
か
ら
の

一
方
的
な
会
で
は
な
く
、
会
員

も
参
加
す
る
、
参
加
型
の
政
経

懇
談
会
が
体
現
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
横
須
賀
名
物
の

よ
こ
す
か
海
軍
カ
レ
ー
で
昼
食

を
兼
ね
た
懇
親
会
を
行
い
、
石

渡
理
事
長
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
懇
親
を
深
め
、
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
会
員
の

皆
様
が
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
企
画
を
立
案

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
政
連
神
奈
川
県
本
部
で

は
、
平
成
28
年
６
月
８
日
に
自

吉田雄人横須賀市長

浅尾慶一郎衆議院議員

　

総
本
部
に
お
い
て
の
28
年
度

活
動
の
主
な
成
果
は
、
６
月
３

日
に
公
布
さ
れ
た
「
宅
地
建
物

取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
業
法
改
正
は
、
連
盟

が
自
民
党
国
会
議
員
２
７
５
名

で
構
成
さ
れ
る
「
全
日
本
不
動

産
政
策
推
進
議
員
連
盟
」
を
通

じ
て
行
っ
て
き
た
陳
情
・
請
願

活
動
の
結
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
本
部
に
お
い
て
も
地
域
政

経
懇
談
会
を
全
７
支
部
で
開
催

し
、
市
長
、
市
会
議
員
、
県
会

議
員
・
国
会
議
員
、
行
政
担
当

者
ら
を
講
師
に
迎
え
、
地
域
の

身
近
な
テ
ー
マ
と
絡
め
市
政
・

県
政
・
国
政
報
告
な
ど
を
受
け

意
見
交
換
を
行
い
各
支
部
の
多

く
の
会
員
の
参
加
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
、
地
域
政
経
懇
談
会
に

ふ
る
っ
て
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
28
年
６
月
、
自
民
党

県
支
部
連
合
会
と
の
予
算
要
望

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
県
庁
で
行
い
、

国
と
県
へ
住
宅
取
得
に
関
す
る

消
費
税
軽
減
税
率
の
適
用
、
不

動
産
取
得
税
の
廃
止
ま
た
は
大

幅
な
縮
小
、
再
販
中
古
住
宅
の

課
税
免
除
な
ど
11
項
目
に
わ
た

る
要
望
を
行
い
ま
し
た
が
、
難

し
い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
の
で

根
気
強
く
、
要
望
活
動
を
継
続

し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

29
年
度
活
動
計
画
と
し
て
、

会
員
の
皆
様
の
日
政
連
活
動
へ

の
参
加
、
広
報
活
動
の
強
化
、

組
織
基
盤
の
強
化
の
３
項
目
を

重
点
指
針
に
掲
げ
、
定
着
し
て

き
ま
し
た
地
域
政
経
懇
談
会
を

よ
り
一
層
活
発
に
展
開
し
、
広

報
活
動
に
つ
い
て
も
、
会
員
が

分
か
り
や
す
い
広
報
活
動
を
推

進
し
、
組
織
基
盤
の
強
化
と
し

て
は
、
会
員
の
皆
様
の
日
政
連

活
動
へ
の
十
分
な
理
解
を
深
め

る
努
力
を
行
い
、
新
入
会
時
の

会
員
獲
得
、
既
存
会
員
の
会
費

納
入
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

業
界
の
声
を
国
、県
へ
要
望
し
て
参
り
ま
し
た

新
し
い
横
浜
の
都
市
づ
く
り
へ

こ
の
１
年
の
市
議
会
報
告
を
伺
う

❺

横
浜
支
部

　

平
成
29
年
２
月
23
日
、
横
浜

市
中
区
山
下
町
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
来
賓
の
横
浜
市
会
議
員

６
名
を
含
む
65
名
も
の
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
横
浜
支
部
の
会
員
で

も
あ
る
横
浜
市
会
議
長
の
梶
村

充
氏
が
議
会
報
告
に
立
ち
、
29

年
度
は
「
横
浜
に
と
っ
て
ひ
と

つ
の
転
換
点
」
で
あ
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
中
に

も
お
目
見
え
す
る
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
高
速
環
状
道
路
、
南
本
牧

か
ら
臨
港
道
路
へ
の
連
絡
道

路
、
相
鉄
線
星
川
・
天
王
町
駅

間
の
立
体
化
、
昨
年
来
工
事
し

て
い
た
３
区
役
所
の
完
成
、
そ

し
て
８
月
に
は
桜
木
町
駅
に
近

い
北
仲
通
南
地
区
に
32
階
建
て

１
５
５
ｍ
の
超
高
層
市
庁
舎
建

設
工
事
着
工
な
ど
を
挙
げ
ま
し

た
。

　

市
政
報
告
に
立
っ
た
自
民
党

横
浜
市
会
議
員
団
団
長
の
松
本

研
氏
は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来

で
市
の
財
政
が
課
題
に
な
っ
て

く
る
と
し
て
、
北
仲
通
南
へ
の

移
転
庁
舎
建
設
に
伴
う
関
内
の

現
庁
舎
・
分
散
庁
舎
の
〝
空
き

家
〟
再
開
発
問
題
を
ど
う
す
る

か
、
ま
た
、
新
山
下
ふ
頭
の
再

開
発
、
カ
ジ
ノ
や
ホ
テ
ル
、
国

際
会
議
場
な
ど
を
含
む
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
誘
致
活

動
で
元
気
な
横
浜
の
ま
ち
づ
く

り
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

２
番
手
の
政
務
調
査
会
長
・

鈴
木
太
郎
氏
は
、
議
員
立
法
で

28
年
12
月
成
立
し
た
「
官
民

デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
」、

い
わ
ゆ
る
〝
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
〟

の
活
用
で
国
交
省
と
横
浜
市
が

不
動
産
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

へ
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

「
レ
イ
ン
ズ
（REINS

：
不
動
産

流
通
標
準
情
報
シ
ス
テ
ム
）」
と

絡
め
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of 

Things

）や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を

集
め
て
い
く
と
、
あ
る
気
づ
き

が
生
ま
れ
て
く
る
」
と
し
て
日

本
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
発

信
し
て
い
け
る
政
策
の
実
現
を

訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
登
壇
し
た
市
議
団
副

団
長
の
高
橋
徳
美
氏
は
、
児
童

虐
待
と
条
例
改
正
を
果
た
し
た

４
ｍ
以
下
の
狭
あ
い
道
路
（
総

延
長
１
９
０
０
㎞
に
及
ぶ
）
の

拡
幅
化
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
会
場
を

移
し
、
円
卓
を
囲
ん
で
の
懇
談

と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
自
己
紹

介
や
情
報
交
換
の
に
ぎ
や
か
な

２
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

梶村充横浜市会議長

し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で

し
た
が
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
の

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
産
業
に
押
さ
れ

て
き
た
た
め
、石
油
が
滞
留
し
、

経
済
が
不
安
定
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
28
年
年
初
、
中

国
経
済
の
不
安
や
原
油
安
リ
ス

ク
が
再
認
識
さ
れ
、
株
価
も
不

安
定
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

が
、
今
年
に
入
り
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
中
国
経
済
の
不
安

感
が
後
退
し
た
こ
と
、
昨
年
か

ら
の
石
油
の
減
産
に
よ
り
、
中

東
の
石
油
価
格
が
、
安
定
に

向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
世

界
経
済
は
一
旦
、
落
ち
着
き
見

せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
具
体
的
な

話
を
交
え
、
１
時
間
30
分
の
短

い
時
間
で
し
た
が
、
興
味
深
い

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合

会
に
対
し
て
、「
平
成
29
年
度

予
算
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
国
へ
の
要
望
が

７
件
、
県
へ
の
要
望
が
４
件
と

合
わ
せ
て
11
件
の
要
望
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

　

要
望
の
中
に
は
、「
住
宅
取

得
に
関
す
る
消
費
税
の
軽
減
税

率
の
適
用
」
な
ど
の
よ
う
に
住

宅
購
入
を
促
進
さ
せ
る
政
策
要

望
や
「
重
要
事
項
説
明
に
か
か

る
犯
罪
情
報
の
提
供
」
な
ど
取

引
に
関
わ
る
要
望
な
ど
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
根
気
よ
く
要
望
活
動

を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　
編
集
後
記
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